
第 9 回リハビリテーション技術講習会を12月2日（土）に開催しました。
今回のテーマは、『慢性痛のメカニズムとニューロリハビリテーション』でした。

講師は、畿央大学ニューロリハビリテーション研究セン
ター長の森岡周先生でした。先生の研究領域は、高
次脳機能学・社会神経科学・身体運動制御学・発達
神経科学と幅広く、今回の御講演でも慢性痛に対する
たくさんの論文や先生が実際に取り組まれた研究など、
多岐にわたる取り組みについてお話を伺うことができま
した。
今回の講習会には117名の申し込みがあり、その8割
が理学療法士・作業療法士でしたが、看護師や介護
関係者、研究者にも参加いただきました。参加理由で
は、「講師にひかれて」の回答も多く、先生の人気の高
さがうかがえました。

【講習会の内容を一部ご紹介します】

痛みは、感覚的な側面に加え、情動的・認知的側面の影響も大きく、多面的に捉える
必要があります。従って、痛みに対するリハビリテーションでは、これらの側面を正しく評
価し、その評価に基づいた多面的なアプローチが必要となります。



①前頭皮質の機能不全 ②頭頂皮質の機能不全

前頭皮質の機能不全に由来する痛みには、自
己管理を促したり、痛みとの付き合い方を教育
するアプローチが効果的です。また、社会的な
役割の獲得など集学的アプローチも重要です。

頭頂皮質の機能不全に由来する痛みには、
自己の身体が自分のものであるという身体所
有感を高めることが効果的です。運動錯覚や
Virtual Realityを使った治療も効果的です。

慢性痛の原因には、①前頭皮質の機能不全、②頭頂皮質の機能不全と、異なる由来
のものがあります。痛みの原因が異なるということは、それぞれの痛みに対するアプローチも
異なってきます。（注. アロディニア, 異痛症；CRPS, 複合性局所性疼痛症候群）

メカニズム

アプローチ



森岡先生のご講演は、ユーモアを交え、時にフロアーに下りて説明をされたり、全員でデモ
ンストレーションをしたりと聞く側の立場にとても配慮されたものでした。アンケートでは「内容
に満足した」という感想とともに、「もっと話を聴きたかった」「1日コースにしてほしい」など、講
演終了を惜しむ声もありました。参加者の皆様の声は、アンケート結果の方をご覧ください。

痛みには、感覚的側面だけでなく情動的、認知的な側面があります。疼痛医療においては、
痛みの尺度であるVAS評価や、安静時痛、運動時痛などのある、なしで終わらせることなく、
感覚・行動神経科学的視点、社会神経科学的視点、認知神経科学的視点それぞれの視
点に立って、痛みの訴えを正しく評価し、その評価に基づいて、集学的な治療を行うことが
とても重要になります。


